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１１１１．．．．はははは    じじじじ    めめめめ    にににに    

 

当社は立山黒部の雄大な大自然を貫く運輸機関として、代替路線のない高山

高所の厳しい自然条件下で営業を行っており、安全の確保、安定した運行、そ

して環境保全に努力を重ねております。 

しかし、平成２１年４月２５日の立山高原バス脱輪事故において、乗客及び

関係の方々に大変なご迷惑とご心配をおかけいたしました。 

   このような事故を二度と起こさないために、日常的な安全管理の徹底と、安

全教育の再構築に取り組み、信頼の回復に全力を注いでいるところでございま

す。 

安全は当たり前のものであり、そのための取り組みには際限がありません。

「当たり前の安全・信頼」を提供し、見えない安全を守り抜き、「安全・安心・

信頼・信用」の体制を整え、お客様が安心してお越しいただけるアルペンルー

トを目指してまいります。 

この報告書は、主に平成２１年度の輸送における輸送実態や安全確保のため

の取組みについて皆様にご理解いただくために作成いたしました。 

ご一読いただき、皆様のご意見・ご感想をお聞かせくださいますようお願い

申し上げます。 

立 山 黒 部 貫 光 株 式 会立 山 黒 部 貫 光 株 式 会立 山 黒 部 貫 光 株 式 会立 山 黒 部 貫 光 株 式 会 社社社社    

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長    中中中中    村村村村    憲憲憲憲    史史史史    

 

 

２２２２．．．．安全確保安全確保安全確保安全確保にににに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな方針方針方針方針    

 

（（（（１１１１））））安安安安全基本方針全基本方針全基本方針全基本方針    

当社は、運転安全規範を全従業員に周知・徹底し、日々の運転業務に 

従事しています。 

・安全の確保は輸送の生命である。 

    ・規程の遵守は安全の基礎である。 

・執務の厳正は安全の要件である。 

（（（（２２２２））））安全目標安全目標安全目標安全目標    

数値目標  「運転事故０件」 

     行動目標  「法令遵守徹底による安全の確保」 

           「当たり前のことを当たり前にする」 

（（（（３３３３））））重点安全施策重点安全施策重点安全施策重点安全施策    

・法令はもとより、安全管理規程・実施基準・作業手順書の遵守を徹底し、 

日々の安全を確保します。 

・安全マネジメント（計画の策定・実行・評価・改善）体制を確立し、 

安全性の向上を図ります。 

    ・社員に対する教育・研修を実施し、安全に対する意識の徹底、技術の 

向上を図ります。 

    ・ヒヤリハット体験等の運輸安全に関する情報の共有化を図り、事故の 

未然防止に努めます。 
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３３３３．．．．安安安安    全全全全    管管管管    理理理理    体体体体    制制制制    

 

 

（（（（１１１１））））組組組組    織織織織    図図図図 
平成２２年５月現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
社社社社        長長長長    

専務取締役専務取締役専務取締役専務取締役    

立山三立山三立山三立山三社社社社営業統括本部営業統括本部営業統括本部営業統括本部    

（（（（安全統括管理者安全統括管理者安全統括管理者安全統括管理者））））    

立山立山立山立山    

ケーブルカーケーブルカーケーブルカーケーブルカー    
乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者    

施設管理者施設管理者施設管理者施設管理者    

車両管理者車両管理者車両管理者車両管理者    

    

室堂運営所室堂運営所室堂運営所室堂運営所    

（（（（運転管理者運転管理者運転管理者運転管理者））））    

（（（（索道技術管理者索道技術管理者索道技術管理者索道技術管理者））））    

    

立山運営所立山運営所立山運営所立山運営所    

（（（（運転管理者運転管理者運転管理者運転管理者））））    

運行管理室運行管理室運行管理室運行管理室    

運輸業務部運輸業務部運輸業務部運輸業務部    

総務部総務部総務部総務部    経理部経理部経理部経理部    

技術環境部技術環境部技術環境部技術環境部    

運輸安全委員会運輸安全委員会運輸安全委員会運輸安全委員会    

立山立山立山立山トンネルトンネルトンネルトンネル    

トロリーバストロリーバストロリーバストロリーバス    
乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者    

施設管理者施設管理者施設管理者施設管理者    

車両管理者車両管理者車両管理者車両管理者    

    

高原高原高原高原バスバスバスバス    

    
統括運行管理者統括運行管理者統括運行管理者統括運行管理者    

整備管理者整備管理者整備管理者整備管理者    

立山立山立山立山    

ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ    
索道技術索道技術索道技術索道技術管理員管理員管理員管理員    

黒部黒部黒部黒部    

ケーブルカーケーブルカーケーブルカーケーブルカー    
乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者乗務員指導管理者    

施設管理者施設管理者施設管理者施設管理者    

車両管理者車両管理者車両管理者車両管理者    
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（（（（２２２２））））役役役役        割割割割 

安全管理規程により、社長をトップとする安全管理体制を構築していま

す。その中で、安全統括管理者、運転管理者、索道技術管理者、乗務員指

導管理者、施設車両管理者他が、それぞれの責務を明確にして安全確保の

ための役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（３３３３））））管理方法管理方法管理方法管理方法 

・運輸安全委員会を設置し、運輸事業の安全管理推進を行っています。 

・安全マネジメント（計画の策定 P・実行 D・評価 C・改善 A）の実施に

より、安全性の向上を図っています。 

・トップによる職場巡視を定期的に実施しています。 

・安全統括管理者による安全点検を毎月実施しています。 

・社内報、年頭の挨拶等を通じ、トップの考え・指針を従業員に周知徹底

しています。 

・規程集を配布し、安全管理規程・内規等の周知徹底を図っています。 

・事故や災害等、緊急時における対応が発生した場合、対応要綱に従い、

速やかに事故対策本部を設置するなど、社内体制を編成し、旅客対応・

復旧対策・情報公開等を、適切・迅速に実施致します。 

 

 （（（（４４４４））））管理体制管理体制管理体制管理体制のののの見直見直見直見直しししし    

     安全マネジメントの PDCAサイクルが機能しているかを内部監査等 

をとおして定期的に確認し、随時安全管理体制の見直し、改善を実施し 

てまいります。 

    

役 職 役 割 

社 長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

立山三社営業統括本部長 

(安全統括管理者) 

輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

運行管理室長 安全統括管理者の指揮の下、輸送の安全の確保に関

する事項について立山・室堂両運営所を統括し、総

合的に補佐する。 

運営所長 

(運転管理者)  

(索道技術管理者) 

安全統括管理者の指揮の下、輸送の安全の確保に関

する事項を統括する。 

運輸区長 

(乗務員指導管理者) 

運転管理者の指揮の下、運転士・乗務員・運転係の

資質の保持に関する事項を管理する。 

技術長 

(施設・車両管理者) 

運転管理者の指揮の下、鉄道施設及び車両に関する

事項を管理する。 

索道技術管理員 索道技術管理者の指揮の下、輸送の運行を管理、施

設の保守管理、その他の技術上の事項を管理する。 

統括運行管理者 立山三社営業統括本部長の指揮の下、旅客自動車運

送事業の運行管理に関する業務を統括する。 
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４４４４．．．．輸送輸送輸送輸送のののの安全安全安全安全のののの実態実態実態実態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成平成平成平成２１２１２１２１年度実績年度実績年度実績年度実績    

 

＜＜＜＜鉄道事業鉄道事業鉄道事業鉄道事業＞＞＞＞ 

当社線は、山岳地帯の特殊な環境に立地しており、黒部ケーブルカー、立山

トンネルトロリーバスにおいては全路線がトンネル区間内を走行しています。

また立山ケーブルカーも含め、交差する道路(登山道含む)が全く無い(踏切が皆

無)ことが安全確保の上での特色といえます。 

 

 

（（（（１１１１））））事故等事故等事故等事故等のののの発生状況発生状況発生状況発生状況    

 ・事故件数０件（開業当初より無事故を継続中） 

    ・輸送障害２件 

   （内訳）立山トンネルトロリーバス １件、立山ケーブルカー １件 

 

 

（（（（２２２２））））輸送障害輸送障害輸送障害輸送障害のののの事由事由事由事由    

・施設の障害によるもの 

立山トンネルトロリーバス １件 

       8/2 車両装置のコンプレッサー動作不良によるエア圧力低下が 

発生し、当該車両運行を取り止めました。 

※当車両のお客様は次便で輸送いたしました。 

・自然災害によるもの 

立山ケーブルカー １件 

       8/10 落石が発生し、安全確保・確認のため６：４０以降の便を 

運休いたしました。 

          ※運休に伴い、代替バス（桂台～立山有料道路経由）により 

振替輸送を行いました。 

 

 

（（（（３３３３））））再発防止措置再発防止措置再発防止措置再発防止措置    

   上記施設障害の事例に対し、下記の再発防止策を実施いたしました。 

空気溜め内の調圧器を交換し、日々の点検時の注視を厳重に行うこ 

とといたしました。 

また、落石については、他の落石がないように発生箇所を含め付近 

を調査し、対策を施しました。 

 

 

（（（（４４４４））））行政指導行政指導行政指導行政指導    

   平成２１年度北陸信越運輸局からの行政指導はありませんでした。 
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＜＜＜＜索道事業索道事業索道事業索道事業＞＞＞＞ 

立山ロープウェイは、豪雪による被害を防ぐため、途中に１本の支柱もない

ワンスパンロープウェイであることが特色です。救助設備として応急下降機

（スローダン）に加えて救助搬器設備も備えています。 

 

（（（（１１１１））））事故等事故等事故等事故等のののの発生状況発生状況発生状況発生状況    

 ・事故件数０件（開業当初より無事故を継続中） 

    ・輸送障害１件 

 

（（（（２２２２））））輸送障害輸送障害輸送障害輸送障害のののの事由事由事由事由    

・自然災害によるもの １件 

10/8 台風１８号上陸による影響のため、午前中を運休いたしました。 

 

（（（（３３３３））））行政指導行政指導行政指導行政指導    

   平成２１年度北陸信越運輸局からの行政指導はありませんでした。 

 

 

＜＜＜＜一般乗合旅客自動車事業一般乗合旅客自動車事業一般乗合旅客自動車事業一般乗合旅客自動車事業＞＞＞＞ 

美女平～室堂間を運行する高原バスは、標高 2,000㍍を越える山岳道路を走

行しており、時にその厳しい風雪の影響を受け、運行の見合わせや運休を余儀

なくされる場合があります。 

また、急カーブや急勾配が連続する道路であり、車内転倒事故防止の観点か

らお客様には全員着席をしていただいております。 

さらに全車両に業務用無線機を搭載し、運行管理者と運転手相互で天候の変

化や路面の状況、その他走行に必要な情報を共有し安全運行に努めています。 

 

（（（（１１１１））））事故等事故等事故等事故等のののの発生状況発生状況発生状況発生状況    

 ・事故件数１件 

 

（（（（２２２２））））事故事故事故事故のののの事由事由事由事由    

立山高原バス １件 

       4/25 立山高原道路 通称「七曲がり」において、運転手の不注意 

により車道から脱輪しました。 

 

（（（（３３３３））））再発防止措置再発防止措置再発防止措置再発防止措置    

   上記事故に対し、下記のとおり再発防止策を実施、計画し、安全輸送 

の徹底を図っております。 

 

     １）安全意識向上への取組み（下記は一例） 

     ・運転手が各自の「ヒヤリハット体験」の情報交換を行うとともに、 

その結果を冊子にまとめ、運転手間の情報共有を図りました。 

     ・運転手に対する安全教育を効果的な研修方法に見直し、新たな計画 

を策定し、実施しております。（添乗指導、車両操作講習など） 
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２）安全管理体制 

・事故後すぐに、安全統括管理者が「安全再確認と安全意識再徹底」 

 を職場指導いたしました。 

・点呼の厳正な実施と記録を実施しております。 

 

３）運転手順の再徹底 

・見通しの悪い場所での安全確認・徐行の再徹底など、運転手順の 

見直しを実施しました。 

 

また、その他の事業も含め、各作業手順だけでなく、ブレーキ液や各 

オイル量確認等、日次の点検項目の見直しをすすめ、事故の未然防止に 

取り組んでおります。 

 

 

（（（（４４４４））））行政指導行政指導行政指導行政指導    

     平成２１年９月、北陸信越運輸局より道路運送法第４０条に基づく文 

書警告処分を受けました。 

 

     １）運転者に対し、輸送の安全確保について適切な指導及び監督を 

怠っていた。 

 

     ２）運転者に対する点呼の適正な記録を怠っていた。 

 

     行政指導に対する事業改善内容は、（３）再発防止措置に含まれており、 

    事故の再発防止を徹底してまいります。 

 

 

 （（（（５５５５））））天候等天候等天候等天候等によるによるによるによる運休運休運休運休・・・・運行見合運行見合運行見合運行見合わせについてわせについてわせについてわせについて    

 

 

終 日 運 休  

延べ日数 事 由 

11月  １日 降雪・強風による除雪不能のため 

 

始発・運行時間の変更等  

延べ日数 事 由 

4月  １日 降雪による除雪のため 

10月  ２日 台風による影響のため 

11月  ２日 降雪による除雪のため 
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５５５５．．．．安全確保安全確保安全確保安全確保のためののためののためののための取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 

（（（（１１１１））））規程類規程類規程類規程類のののの改定改定改定改定とととと周知周知周知周知 

     当社は、無軌条電車、鋼索鉄道（黒部・立山）、索道、一般乗合旅客自

動車の５線４事業を営み、運輸事業全体の規程類の一体化、体系化を図り、

各事業ごとの規程・内規・作業手順書および緊急時対応規程・内規等の改

定を毎年見直しています。 

平成２１年度は、安全管理規程、教育訓練規程等の改定を行い、安全の

確保に努めました。 

 

（（（（２２２２））））点呼点呼点呼点呼のののの実施実施実施実施 

 点呼・日々の点検が安全を確保するための原点と考えています。点呼に

おいては、各運輸機関ごとに管理者からの指示、安全に関する情報の伝達、

アルコール検知器や対面チェックによる健康状態等の確認などを行って

います。また実施基準等に基づいた始業前点検（路線バスは運行前点検）

を確実に実施し、安全の確保に努めています。 

 

（（（（３３３３））））社員教育社員教育社員教育社員教育、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成 

 運輸勉強会・技術勉強会等を実施し、運輸関係法令、社内規程等の周知・

遵守や、運輸施設の保守・検査能力の向上を図っています。特に安全に対

する意識、責任の重さ、的確な判断力が備わるよう指導し、安全輸送の確

立と事故防止に努めています。 

またクレペリン検査や外部機関による運転適性診断等の運転適性検査

を定期的に実施し、運転士･運転手の心身全体にわたる資質を管理してい

ます。 

 

（（（（４４４４））））事故災害時対応訓練事故災害時対応訓練事故災害時対応訓練事故災害時対応訓練のののの実施実施実施実施         

事故災害時に迅速な対応ができるよう運行障害や火災の発生を想定 

した救助訓練、避難訓練を実施しています。 

  
      立山立山立山立山ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ救助訓練救助訓練救助訓練救助訓練     救助搬器訓練救助搬器訓練救助搬器訓練救助搬器訓練（（（（立山立山立山立山ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ）））） 

 

病院への搬送に時間がかかる山岳地帯という特殊性もあり、救急救命 

講習の受講やAED装置の全駅への配備など急病人へ的確な対処ができる

よう備えています。 


